





























































































































































































































































































































































































































　　　　　　Gi　G2　G3　G4　Gn　E1．OZ 1 一十一十一十一十　・　・　・　・ 十一十　　　　　Loz　LOZ2　1．oz3　LOz4　1．ozn　1．ozn
　カッコ内の内容をSで表せば，第1年度初の価値はS，第2年度初の価値
は，1．OZSとなる。この両方の価値を差し引くことによって得られる利益
は，（資本の追加及び引出しを無視すれば）次のように示される。
　1．OZS－S＝　S　Z／100
この両資産の差額は，1年間におけるその資産の利子と等しくなる。このよ
うな方法によって，利益が計算されないことは，なんら一層の説明を要しな
い。資産の算定のために，利益がわかっていることが必要であるとすれぽ，
われわれはその資産の差から利益を計算することはできないということを
まったく無視している。」
　ザイヒトにしたがえば，このことからシュマーレンバッハは，心情的に
は，期間成果を将来計算から規定しようとしたが，危惧される悪循環に陥ら
ないようにするために，貸借対照表論的なあるいはより適切にいえば損益計
算論的な配慮からこれを断念せざるを得なかったとみられるのである（42）。さ
らに，シュマーレンバッハは，不確実性の観点から（発生主義に基づく）給
付の算定を放棄する。しかるに，もし不確実性が克服できるなら，利益計算
においてこのような給付の考慮が必要であることを主張している（43＞。した
がって，経過性を重んじるシュマーレンバッハにあっても，悪循環を免れ，
かつ不確実性が回避されるなら，このような収益価値計算にみられるような
未来指向的な計算もまた容認されうることが期待されるのである（44）。
　ザイヒトは，さらに，時価主義貸借対照表に関するワルプの批判，収益依
存的計算価値に関するアンゲルバーガーの批判及び部分価値に関するコジ
（42）　Seicht，　a．　a．　O，，　S．　526，
（43）Ebenda，　S．526f，　Schmalenbach，　a．　a．　O，，（4AufL），　S．124．訳書ユ22頁。拙著r現代会計
　の基礎一発生主義会計の展開と情報開示一』中央経済社，1989年，17－18頁。
（44）　Seicht，　a．　a，　O．，　S，　525，　S，　527．
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オールの批判にそれぞれみられる収益価値批判について取り上げている。こ
れらは，いずれも収益価値計算にみられる悪循環を批判するものである。し
たがって，収益価値の算定にあたり，将来利益ではなく，将来収支の流れの
割引による方法を考慮にいれるなら，悪循環を根拠とする彼らの批判はその
資格を失うこととなるとされるのである㈹。
5．動態論への移行一結びにかえて一
　以上みてきたように，未来指向的会計理論を基礎づける未来指向的会計観
は，古く！5世紀中世イタリア商人の簿記や16世紀のドイツ語簿記書における
勘定観ないし借方・貸方観にまで遡ることができる。とはいえ，近代会計に
おける未来指向的会計観の萌芽は，ザイヒトにしたがえば，19世紀の鉄道会
社の定款に見いだされる。また，未来指向的会計理論わけても資本理論的貸
借対照表論の源流ともいうべき収益価値思考は，1873年の帝国上級商事裁判
所の判決や1888年のフ．ロイセン上級行政裁判所の判決にうかがうことができ
る。当時の鉱山業においては，プロイセン利子公式に基づき収益価値依存的
な減価償却計算が認められていたのである。
　しかるに，その後，1884年の株式法改正を経て，1921年の所得税法改正に
より，（鉱山業を含めて）広く取得原価主義とこれに基づく減価償却が求め
られるようになる。しかも，この間，ウnルモウスキーやシュマーレンバッ
ハにより取得原価主義に基礎をおく動態論が支配的地位を占めるようにな
る。結局のところ，1920年代以降は動態論の時代といって差し支えないであ
（45），　Ebenda，　S．537f．　Vgl．，　E，　Walb，　Die　Erfolgsrechnung　Privater　und　bffentlichen
　Betriebe，　Berlin－Wien，1926，　S，381，戸田博之訳rE．ワルプ損益計算論（下巻）』千倉書
　房，1984年，203頁参照。Vgl．，F．　Angelberger，　Das　Problem　des　Kalkulationswertes
　vom　St’andpunkt　der　Okonomischen　Theorie，　ZfhF，　1927，　S．　172f，　Vgl．，　E．　KosioL
　Bilanzreform　und　Einheitsbilanz，　Rei¢henberg－Leipzig－Wien，　1944，　S，　81，
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ろう。
　現代会計は，その目的を中心にみれぽ，財産計算：目的から損益計算目的
へ，そこからさらに情報提供目的へと発展を遂げてきた。これを基礎理論な
いし基本的仮定についてみれば，静態論から動態論へ，そこからさらに情報
論へと大きく発展してきたとみられる。しかし，これまでみてきたように，
財産計算目的（静態論）から損益計算目的（動態論）への変遷の過程におい
て，とくに鉱山業を中心に，収益価値計算ないし収益価値依存的な貸借対照
表評価が認められていたことが明らかとなった。そして，動態論の始祖をな
すとされるウィルモウスキーが，その「減価償却」に関する論文において，
取得原価主義に基づく減価償却の方法を，収益価値依存的計算が認められて
いる鉱山業にまで適用することに大いなる努力を傾注していることは注目に
あたいする。
　換言すれば，財産計算目的ないし静態論中心の時代にすでに収益価値依存
的な貸借対照表観ないし資本理論的貸借対照表観が存在し，しかもこれの克
服を通じて動態論及び取得原価主義が広く浸透するに至ったとみることがで
きるであろう。したがって，未来指向的会計観は，複式簿記の端緒において
だけでなく，財産計算目的（静態論）の時代においても存在し，しかも損益
計算目的（動態論）への移行にあたっては，とりわけ収益価値依存的な（資
本理論的）貸借対照表観の克服が重要な課題となったとみることもできるで
あろう。
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